
 

 

News  Release      
                                        平成３０年１１月１４日 

災害に負けない持続可能な地域を目指して 

～香川地域継続検討協議会 設立６周年記念シンポジウム～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．日   時   平成３０年１１月１９日（月）１３：３０～１７:００（開場 １３：００） 

 ２．会   場   高松サンポート合同庁舎南館１０１大会議室（香川県高松市サンポート 3-33） 

 ３．入 場 料   無 料 

 ４．主   催   香川地域継続検討協議会 

５．共   催   四国南海トラフ地震対策戦略会議、土木学会安全問題研究委員会 

 ６．プログラム 

●挨拶 平井 秀輝（国土交通省四国地方整備局・局長） 

●第１部 活動報告（13：40～14：00） 

四国の地域継続力向上を目指して ～香川地域継続検討協議会の活動報告～ 

白木渡（香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 

危機管理先端教育研究センター長・特任教授） 

（休憩10分） 

●第２部 パネルディスカッション（14:10～16:50） 

復興準備と地域連携 

話題提供「復興準備の必要性と“build back better”」 

加藤孝明（東京大学生産技術研究所准教授） 

登 壇 者 山中晶一（高知市環境政策課係長） 

森脇亮（愛媛大学防災情報研究センター長/教授） 

草野裕作（伊座利の未来を考える推進協議会） 

コーディネーター 白木渡（香川大学危機管理先端教育研究センター長/特任教授） 

●挨拶 白木渡（香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構/副機構長） 

 

 

 

 お問い合わせ先  

香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 企画調整室 

TEL：087-864-2544 FAX：087-864-2549 

E-mail：kikikanri@jim.ao.kagawa-u.ac.jp  HP：http://www.kagawa-u.ac.jp/csmrc/ 

南海トラフの巨大地震災害の発生により、被害は個々の組織に止まらず四国地域全体に及ぶ恐れがあり、四国が機能

不全に陥る恐れが予想されます。このような事態に対応するため「香川地域継続検討協議会」では、連携を前提とした

戦略的な取り組みとして地域継続計画（District Continuity Plan：DCP）を策定推進してきました。本取り組みは「四

国地震防災基本戦略」に位置付けられています。 

このような観点から香川大学では、これまで協議会の事務局機能を担ってきた危機管理研究センターを再編整備し、

全学体制でこの計画を推進できるよう新たな組織として「四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構」を平成28年に

設置し、２年間活動を実施してきました。本シンポジウムは、香川地域の重要機能を担う組織が集う「香川地域継続検

討協議会」の活動報告とあわせて、この取り組みが香川をはじめ四国全体の地域継続力向上に寄与することを目的に開

催します。 


